
R4 年 3 月 １日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

　就労場所　　株式会社　京都庵

　就労日時 一日の流れ

　月曜日～金曜日（休日は会社カレンダーに応じて） 着替え・作業準備・朝礼

9時15分～～14時45分（昼休憩60分あり） 作業開始

揚げの袋詰め・もち巾着の製造・ラベル貼り等 11：30～12：30 昼食休憩

利用者数 12：30～14：30 作業

その日の作業内容に応じて数名 14：30～14：45 作業終了・後片付け・着替え・終礼

＜目的＞

＜成果＞

いつも大変お世話になっております。

毎朝の「おはようございます」から「お疲れ様です」、そして終了時の「お先に失礼します」と

皆さん、気持ちよく挨拶をしてくれています。

弊社、京都庵では多種多様の人たちが就業されており、性別、年代、国籍を問わず皆さんが働きやすい環境を

整えることを目指しております。その中には障害を持たれた方も含まれており、それぞれの得意なところ

（技術や感性）を活かした作業をしていただいております。

「精神・発達障害者しごとサポート養成講座」を受講したときに「気遣い」をするのではなく「気配り」を考える

という言葉に共感しました。結果的にどのような方にも当てはまる言葉だと思い実践しています。

また、「障害者の働きやすい環境は、どんな方も働きやすい」とも聞き、これも「まさしく！」と感じました。

弊社の目指す職場環境にはウェルポート三和の皆さんの働き方は大変参考になっています。

お互いの作業内容を確認し、問題が起こったら報告してもらい、毎日、「明るく・楽しく・真面目」に

働いていただき、生産性にも貢献していただいています。皆さんは確実にスキルアップしています。

地域に根付き、貢献出来る企業になるためにウェルポート三和の皆さんは大切なパートナーと考えています。

今後も出来る作業が増えることを期待し、お願いしたいと考えています。

企業の中での作業は、就職へのイメージがつきやすく、直接雇用へのス

テップアップとして目標になる。そこで働く方からの「おはよう」「お

疲れさま」「ありがとう」等の言葉からコミュニティーが広がり、働く

意欲や、自信、責任感が生まれている。反面、精神的な障害を持つ方

は、作業能力は高いものの、機械の音や流れ作業のように、自分のペー

スで行えない事、たくさんの人の中で過ごす時間等、心配な要素がいく

つか重なり断念される方もある。専用スペース内で作業や休憩が行える

ようになることで、作業人数の確保やチャレンジに繋がるように考えま

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ウェルポート三和 事業所番号 2612600540

9：30～11：30

生まれ育った地元の企業での、施設外就労を通して社会との繋がり

やコミュニティを広げ、こころの豊かさ、安心・安全に暮らせる環

境を手に入れる。一般で働く人と、一体となって作業に取り組める

こと、さまざまな企業での就労活動の中で、自分に合った仕事をみ

つけ就労意欲を高める。

　　　～9：15

連携先企業名

住　所 福知山市三和町下川合605-1 管理者名 吉良亜紀

(株)京都庵 担当者名 生産部　山本大輔

電話番号 0773-58-2720 対象年度 令和3年度

地域連携活動の概要

油揚げの汚れや、破れなどの細かい

チェックの後、半分にカットして袋に

詰めていく作業です。どの工程も揚げ

の不良が出ないよう確認しながら作業

にあたります。

油揚げの検品～袋詰め

連携先の企業等の意見または評価

様式１


